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№
事業名

（所属課）
判定結果

市の方針 市の方針理由および今後の見直しなど
当初予算額（千円）

比較市民判定員 仕分け人 H25年度 H26年度

４

①すこやか福祉館
　管理事業
（社会福祉課）

市実施
（要改善）

不要・凍結
見直し
・
改善

154,187 86,949 ▲67,238

②世代ふれあいの館
　管理事業
（社会福祉課）

市実施
（要改善）

不要・凍結
見直し
・
改善

48,606 33,517 ▲15,089

５

図書館資料等
整備事業
（生涯学習課
【図書館】）

市実施
（要改善）

市実施
（要改善）

見直し
・
改善

20,107 26,263 6,156

図書館施設
維持管理事業
（生涯学習課
【図書館】）

市実施
（要改善）

市実施
（要改善）

見直し
・
改善

29,117 16,104 ▲13,013

図書館活動事業
（生涯学習課
【図書館】）

市実施
（要改善）

市実施
（要改善）

見直し
・
改善

33,579 37,413 3,834

当該施設は、市や社会福祉協議会が実施する高齢者や
障害者を対象とした事業に活用しており、福祉増進に
必要な施設となっています。今後、指定管理者におい
ては、適切なサービスを提供しているか確認をするた
め、モニタリング評価を導入します。なお、次回の指
定管理者の更新にあたっては、施設の設置目的を達成
するために利用者ニーズを把握し、福祉に関わる事業
を積極的に展開させ、より効率的、効果的な運営がで
きるよう検討していきます。

当該施設は、会議室やホール、ステージなどを備え、
講演や芸能などの催しを行っており、市民の交流拡大
を図る福祉施設として位置づけしています。今後、指
定管理者の自主的経営努力を促すため、利用料金制を
検討するなど、多様な市民サービスの提供を図り、施
設の設置目的を達成できる仕様書を検討し作成してい
きます。また、すこやか福祉館と同様に、適切なサー
ビスを提供しているか確認をするため、モニタリング
による評価を導入します。

新規図書の購入については、財政状況を踏まえながら
適切な更新時期を目標に購入を進めていきます。また、
蔵書数の増加を目指し、閉架書庫の増設を検討してい
きます。資料収集方針については、現状に適したもの
に見直し、年度ごとに分野ごとの資料の買い替えを行
うなど長期的な方針もあわせて作成していきます。学
校図書館との連携については、今年度から各中学校区
に学校司書が配置されており、学校訪問やイントラ
ネットなどを活用した情報交換を行い、学校司書の考
え方や、各学校図書館の状況を理解し、連携のあり方
を決めていきます。

維持管理業務については、平成26年度中に長期継続契
約の導入を検討します。また、指定管理者についても
平成26年度より小絹分館・みらい平分館への導入に向
けて検討しています。本館にある視聴覚室の利用促進
については、施設利用有料化も視野に入れて、平成26
年度から利用制限緩和の内容を決めていきます。小絹
分館については、小絹小学校・小絹中学校に近いこと
から、蔵書の構成を児童書中心に変更するなど、特色
ある蔵書構成に変える計画を平成26年度から検討して
いきます。

本事業の周知については、メールマガジンや広報紙と
は別に図書館のお知らせを各戸配布できないか検討し
ていきます。また、図書館サービスを市内全域へ拡げ
るために、市内のさまざまな施設に図書館のサービス
ポイントを設置できないか検討していきます。開館時
間の延長については、平成26年度以降、試験的に開館
時間の延長を実施し、利用者数の把握、必要経費など
のデータ収集、分析を行います。さらに利用者アンケー
トを行い、利用者ニーズの把握に努め、試行結果とあ
わせて検証し、開館時間延長の実施について検討して
いきます。

平成25年度   事業仕分け　


